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 調達方法 借入
 導入予定時期 平成29年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ サーバ機器、端末機器、プリンタ機器及
びプレゼンテーション機器などから構成さ
れ、統合認証、統合運用管理、eLearn‑
ingシステム、電子メール、コンテンツ管
理・共有リポジトリ、仮想サーバならびに、
情報工学教育、事務系システム及び図書館
のサービス機能を一元的に提供し、複数部
局による運用管理が可能なシステムである
こと。
Ｂ すべての機器は、省スペースかつ省エネ
ルギーに配慮されていること。
Ｃ 本学の認証および認可システムの基盤と
して、複数の管理主体からの利用者管理に
対応し、複数の認証系にユーザ情報を属性
に基づいて提供可能であり、複数の認証方
式に対応した認可が可能で、かつ、学認を
含むWebをベースとするＳＳＯ認証連携
機能、ならびに、利用者原簿管理機能を有
すること。なお、ユーザ名とパスワードだ
けでなく、電子証明書、磁気カードやＩＣ
カード等が利用できる機能を備えること。
また、二要素認証機能を有することが望ま
しい。さらに、生涯アカウントが累積して
いくことに配慮したライセンス体系であ
り、認証・認可機能を停止することなく保
守が可能な構成であることや、eLearn‑
ingシステム上のオンライン試験合否状況
を認可情報に反映する機能を有すること。
Ｄ 本学の情報システム運用管理の基盤とし
て、複数の部局から、指定された範囲の機
器の、ログ分析と構成管理を含む運用管理
ができる機能を備えること。なお、本調達
に含まれる機器だけでなく、本学内に存在
している機器の運用管理にも配慮した構成
であることが望ましい。
Ｅ 本学のeLearningシステムの基盤とし
て、講義演習のために安定的なサービス提
供ができることに加えて、よりよい講義演
習の為の開発にも配慮した構成であるこ
と。また、オンライン試験合否状況を連携
システムに通知する機能を有すること。
さらに、Webブラウザ上でオンライン会
議を実施する機能を有することが望まし
い。

Ｆ 本学の電子メールシステムの基盤とし
て、少なくとも、WebMail、ＩＭＡＰ４、
ＰＯＰ３、ＳＭＴＰのプロトコルに対応し、
本学のすべてのサブドメインを収容可能
で、かつ、透過型ウィルス検査やＳＰＡＭ
対策に加えて大容量ファイルを含むメール
交換に配慮できる機能、および、ユーザ属
性に応じた柔軟なメーリングリスト開設が
できる機能を備えること。なお、生涯メー
ルアドレス発行に配慮したシステム構成・
ライセンス体系であることが望ましい。
Ｇ 本学の電子データリポジトリの基盤とし
て、構成員個々人のリポジトリだけでなく、
学内外の利用者と安全でかつ利便性の高い
ファイル共有サービス機能、および、柔軟
な認可機能を有する認証付きコンテンツ管
理・共有リポジトリ機能を有し、格納され
たデータに対して日本語および英語での全
文検索が行えること。
Ｈ 本学の機器に対応したセキュリティ対策
ソフトウェアを備えること。ただし、端末
用とメールサーバ用のセキュリティ対策ソ
フトウェアは複数ベンダで構成されている
ことが望ましい。
Ｉ 本システムに含まれるライセンスソフト
ウェアについて、更新管理を含むライセン
ス管理が中央集約された形で実施できる構
成であること。なお、本調達に含まれる機
器だけでなく、本学内に存在している機器
のライセンスソフトウェアのライセンス管
理にも配慮した構成であることが望まし
い。
Ｊ サーバ機器は、物理ハードウェアの数に
依存しないＯＳインスタンスを動的に増減
させて稼働させることが可能な構成であ
り、かつ、その一部を仮想化に非対応なア
プリケーションでも利用可能な構成であ
り、冗長構成機能やライブマイグレーショ
ン機能と連携するなどして、ホットスワッ
プや冗長化電源、無停電電源装置などの高
可用性かつ高信頼性をもつ構成であるこ
と。なお、レンタル期間内であっても、容
易に増強が可能な構成が望ましい。
Ｋ サーバ機器で提供するサービスは、複数
のＯＳインスタンスで負荷分散かつ冗長構
成をとるなどして、複数のユーザが同時に
利用する高負荷時においても十分な性能を
発揮できる、高性能かつ高信頼性を持たせ

ることが可能な構成であること。なお、必
要に応じて、ＳＩＮＥＴ直結のIaaS基盤
にＬ２ＶＰＮ機能などを利用してオフロー
ドできる構成であることが望ましい。
Ｌ 端末機器は、約220台の省スペースパー
ソナルコンピュータで構成し、ＯＳを含む
ソフトウェアの設定や更新作業、端末の状
況把握やログイン履歴参照が中央集約され
た形で実施できる構成であること。また、
学外者の利用が可能なＯＳライセンスを有
すること。なお、端末機器と同等の環境を、
遠隔からネットワークを経由して利用でき
る機能を有することが望ましい。
Ｍ プリンタ機器は、利用者毎の印刷枚数の
カウントや総枚数制限機能などを含むラン
ニングコストを含めた省エネに配慮したシ
ステムであること。
Ｎ 演習室のプレゼンテーション機器は、Ｘ
ＧＡ（1024ｘ768）からフルＨＤ（1920ｘ
1080）以上の高解像度のアナログ映像・音
声およびデジタル映像・音声信号に対応
し、演習室内のどこからでも視聴できる構
成であること。また、有線接続だけでなく
ワイヤレス接続に対応した教育活動に配慮
したシステムであることが望ましい。
Ｏ 本学の情報工学の専門教育を実施するた
めの基盤として、WindowsとLinuxの両
方が使用できる演習室用端末約85台、実験
装置制御演習の為のイメージ配信による管
理が可能な約90台の可搬型端末、および、
それらを接続する為の高速有線・無線ＬＡ
Ｎ環境、ならびに、独自サーバ群などから
構成され、独自の教育システムの開発・運
用を支援する機能、および、本システムの
サーバ機器などと連携して稼働する機能を
備えること。なお、演習室用端末機器やプ
リンタ機器、プレゼンテーション機器は、
可能な限りセンター基幹システムのものと
同一管理ができることが望ましい。また、
可搬型端末機器はネットワークに接続され
た状態からセキュリティアップデートやソ
フトウェアのインストール、ユーザ領域の
リセット、スクリプトの実行が全台一斉に
行える機能を持つこと。
Ｐ 本学の事務情報システムの基盤として、
既存のＡＤサーバやファイルサーバ、
Webベースサービスを含む約30のシステ

ムを移行もしくは新規構築した上で、本シ
ステムのサーバ機器などと連携して稼働さ
せ、かつ、既存の事務用端末のセキュリティ
管理・ソフトウェア資産管理を一元的に行
える機能を備えること。なお、契約期間中
にＯＳ等ソフトウェアのサポート期間が終
了するものは、システム更新についての提
案をすること。
Ｑ 本学の図書館システムの基盤として、図
書受入業務、雑誌受入業務、予算管理業務、
目録業務、閲覧業務、参考業務、相互利用
業務、システム管理業務、各種統計処理業
務、などの図書館業務および、ＯＰＡＣ、
学術機関リポジトリシステムなどの利用者
オンラインサービスを、本システムのサー
バ機器などと連携して稼働する機能を備え
ること。
Ｒ 本システムは、本学の基幹情報ネット
ワークシステム（KITnet）と有機的に接
続され、これを介してインターネットとア
クセス可能であり、かつ、既設の接続認証
装置およびファイアウォール装置と連携
し、セキュリティを十分に考慮したシステ
ムであること。なお、必要に応じて、既設
装置を置換えて実現しても良い。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成29年４月24日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒6068585 京都市左京区松ヶ崎
橋上町１番地 京都工芸繊維大学経理課調達
係長 荒川 智行 電話0757247075

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成29年３月21日から平成29年
４月24日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成29年３月29日14時00分
 開催場所 京都工芸繊維大学３号館第一会
議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
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